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埼玉県私立高等学校等奨学のための給付金事業

１　事業の概要

　教育の機会均等の確保のため、一定の所得以下の世帯

に対し高等学校等奨学のための給付金を支給する。

（１）高等学校全日制（県内校）94,466千円

（２）高等学校全日制（県外校）28,844千円

（３）高等学校通信制（県内校） 1,714千円

（４）高等学校通信制（県外校） 2,116千円

（５）専修学校高等課程　　　　 2,570千円

２　事業主体及び負担区分

（国１／３・県２／３）

３　地方財政措置の状況

（国において検討中）

４　事業費に係る人件費、組織の新設、改廃及び増員

　9,500千円×0.1人＝950千円

５　事業説明
（１）事業内容
　ア　一定の所得以下の世帯に対し、高等学校等奨学のための給付金を支給する。  129,710千円
　　　　〔教科書費、教材費、学用品費等相当額〕
　　　対象学種
　　　　高等学校全日制及び専修学校高等課程（県内・県外）　第１子： 38,000円　第２子以降：138,000円
　　　　高等学校通信制（県内・県外）　　　　　　　　　　　第１子： 28,900円　第２子以降： 38,100円
　　　　生活保護世帯（通信制の場合は対象外）　　　　　　　52,600円

　イ　給付金支給の事務処理に要する費用に充当するため各学校に事務費を交付する。　627千円
　　　　生徒１人当たりに要する費用　400円　見込対象者数1,566名　　　計627千円

（２）事業計画
　　平成２６年４月以降の入学者を対象とする（学年進行）。
　　　平成２６年度
　　ア　高等学校全日制（県内校）94,466千円

　　イ　高等学校全日制（県外校）28,844千円

（３）事業効果：経済的な事情により高等学校等への進学を断念する家庭の減少。

　　　　見込額　第１子　19,912千円　第２子以降　72,450千円　生活保護　2,104千円

　　　　見込額　第１子　 6,080千円　第２子以降　22,080千円　生活保護  　684千円
　　ウ　高等学校通信制（県内校） 1,714千円
　　　　見込額　第１子　   723千円　第２子以降　　 991千円
　　エ　高等学校通信制（県外校） 2,116千円
　　　　見込額　第１子　   896千円　第２子以降　 1,220千円
　　オ　専修学校高等課程　       2,570千円
　　　　見込額　第１子 　　532千円　第２子以降 　1,932千円　生活保護　  106千円

(単位：千円)

（６）事務費　　　　　　　　　　 627千円

分野施策


